
農林水産省支援　平成22年度 農商工等連携促進対策中央支援事業

～連続開催（東京）～
開催概要

研修期間：平成22年10月から平成23年2月の毎月1回（全5回シリーズ）

　　　　　（10/28(木),11/18(木),12/17(金),1/20(木),2/17(木)）　　

13:00～17:00（12/17(第3回目公開研修)のみ13：00～17：30）

開催場所：第1,2,4,5回会場：日本橋プラザ
第3回公開研修会場：大手町１stスクエアカンファレンス

定員 ：35名（第3回目公開研修のみ150名）　 　

受講対象：食をとおした地域活性化のコーディネート業務に携わっている方々
　　　　　　　（地域の民間コンサルタント、地方自治体、公益法人、大学・公的試験研究
　　　　　　　　機関等の連携の取組みを支援する方々、および農業者、食品製造業者、
　　　　　　　　流通・販売業者等の連携の取組みの中核になっている方々等）

　　　　　　　※第3回目公開研修は、今後コーディネート業務に携わろうとする方々の参加も可能です

参加費　：無料

参加形態：1～5回の研修を連続で参加できる方を優先します

主催：(社)食品需給研究センター　／　後援：関東農政局（予定）

　　　　現在現在現在現在、、、、食食食食をとおしたをとおしたをとおしたをとおした地域活性化等地域活性化等地域活性化等地域活性化等をををを目的目的目的目的としとしとしとし、、、、農商工農商工農商工農商工
連携連携連携連携やややや食農連携食農連携食農連携食農連携ならびにならびにならびにならびに、、、、これからのこれからのこれからのこれからの６６６６次産産業化次産産業化次産産業化次産産業化なななな
どどどど、『、『、『、『連携連携連携連携』』』』ををををキーワードキーワードキーワードキーワードとしたとしたとしたとした多多多多くのくのくのくの取組取組取組取組みがみがみがみが各地域各地域各地域各地域をををを
単位単位単位単位にににに推進推進推進推進されていますされていますされていますされています。。。。

　　　　これらのこれらのこれらのこれらの多多多多くはくはくはくは、、、、連携構築連携構築連携構築連携構築をををを進進進進めるめるめるめる生産者生産者生産者生産者やややや事業者事業者事業者事業者
のののの役割役割役割役割にににに加加加加ええええ、、、、そのそのそのその活動活動活動活動ををををフォローフォローフォローフォローしししし、、、、連携連携連携連携のののの枠組枠組枠組枠組をををを
差配差配差配差配するするするするコーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターのののの手腕手腕手腕手腕によりによりによりにより、、、、成果達成成果達成成果達成成果達成がががが
大大大大きくきくきくきく左右左右左右左右されるとされるとされるとされると思思思思われますわれますわれますわれます。。。。

　　　　これらのこれらのこれらのこれらの食食食食をとおしたをとおしたをとおしたをとおした地域活性化地域活性化地域活性化地域活性化にににに取組取組取組取組むむむむコーディネーコーディネーコーディネーコーディネー
ターターターターにはにはにはには、、、、生産生産生産生産～～～～小売小売小売小売やそのやそのやそのやその他周辺他周辺他周辺他周辺のののの情報情報情報情報もももも含含含含めためためためた
多多多多くのくのくのくの知識知識知識知識をををを有有有有するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、地域地域地域地域におけるにおけるにおけるにおける食農食農食農食農のののの現状現状現状現状
及及及及びそのびそのびそのびその地域地域地域地域をををを取巻取巻取巻取巻くくくく周辺周辺周辺周辺のののの概況概況概況概況をををを理解理解理解理解しししし、、、、戦略的戦略的戦略的戦略的なななな
視点視点視点視点のもとのもとのもとのもと、、、、連携構築連携構築連携構築連携構築のののの推進推進推進推進にににに向向向向けたけたけたけた活動活動活動活動がががが必要必要必要必要であであであであ
るといえまするといえまするといえまするといえます。。。。

研修のねらい

　　　　このこのこのこの度度度度、、、、((((社社社社))))食品需給研究食品需給研究食品需給研究食品需給研究センターセンターセンターセンターではではではでは、、、、農林水産農林水産農林水産農林水産

省省省省のののの平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度「「「「農商工等連携促進対策中央支援農商工等連携促進対策中央支援農商工等連携促進対策中央支援農商工等連携促進対策中央支援

事業事業事業事業」」」」のののの一環一環一環一環としてとしてとしてとして、、、、食食食食をとおしたをとおしたをとおしたをとおした地域活性化地域活性化地域活性化地域活性化にににに取組取組取組取組

むむむむコーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターをををを対象対象対象対象にににに、、、、全全全全5555回回回回ののののシリーズシリーズシリーズシリーズ研修研修研修研修をををを

行行行行いますいますいますいます。。。。

　　　　本研修本研修本研修本研修はははは、、、、コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターのののの知知知知るべきるべきるべきるべきノウハウノウハウノウハウノウハウのうのうのうのう
ちちちち、、、、各各各各ステージステージステージステージにおいてにおいてにおいてにおいて必要必要必要必要なななな要素要素要素要素のいくつかをのいくつかをのいくつかをのいくつかを取取取取りりりり
上上上上げたものですげたものですげたものですげたものです。。。。1111回目回目回目回目からからからから5555回目回目回目回目までのまでのまでのまでの研修研修研修研修をををを受講受講受講受講しししし
ていただくことでていただくことでていただくことでていただくことで、、、、コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターのののの持持持持つべきつべきつべきつべき視点視点視点視点やややや、、、、
コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターにににに必要必要必要必要とされるとされるとされるとされる取組取組取組取組みをみをみをみを一連一連一連一連のののの流流流流れれれれ
としてごとしてごとしてごとしてご理解理解理解理解いただきいただきいただきいただき、、、、地域地域地域地域においてにおいてにおいてにおいて実践実践実践実践していただくしていただくしていただくしていただく
ことをことをことをことを目的目的目的目的としていますとしていますとしていますとしています。。。。

参加
募集



第1回　：　連携による食をとおした地域活性化
　　　　　　　～SWOT分析等を活用した地域戦略の構築～

　　　　　講師：(社)食品需給研究センター　主任研究員　長谷川　潤一

開催スケジュール

第2回　：　農商工等連携における地域ブランドの構築
　　　　　　　～成功が持続するコンセプト＆シナリオの作成～

　　　　　講師：(株)ブランド総合研究所　代表取締役社長　田中　章雄

第4回　：　農商工等連携における新製品開発の方法
　　　　　　　～製品コンセプトのつくりかた～

　　　　　　 　　　　　　　　　講師：食と農研究所　代表　加藤　寛昭

第5回　：　これからの地域発信型商品・サービスの戦略的展開方法　　　　　
　　　　　　 ～消費者視点の商品販売・サービスプロデュースの実践～

　　 　　講師：(株)ファーマーズ･フォレスト　代表取締役社長　松本　謙

第3回　：　考えよう！これからの６次産業化
　　　　　　　～食と農による地域活性化を目指して～

　第一部：６次産業化の推進について　　
　 　　　　 　農林水産省総合食料局食品産業企画課 課長 新井 ゆたか

第二部：全国の各地で活躍するFACOの取組み紹介
　　　　　　 　食農連携コーディネーター（FACO）4名

○○○○研修研修研修研修のののの開始開始開始開始････終了時間等終了時間等終了時間等終了時間等、、、、若干若干若干若干のののの変更変更変更変更がががが生生生生じるじるじるじる場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。
○○○○各研修各研修各研修各研修のののの詳細詳細詳細詳細やややや必要必要必要必要なななな準備準備準備準備にににに関関関関しましてはしましてはしましてはしましては、、、、順次順次順次順次ホームページホームページホームページホームページのののの研修開催情報研修開催情報研修開催情報研修開催情報にておにておにておにてお知知知知らせいたしますらせいたしますらせいたしますらせいたします。。。。

全体論全体論全体論全体論

具体論具体論具体論具体論

中間中間中間中間セッションセッションセッションセッション

Food（食品）、Agriculture（農業）、Coordinator（コーディネーター）の略
農商工連携、6次産業化、食料産業クラスター等に代表される食をとおした地域活性化の取組において、現地コー
ディネーターや現地担当者・事業者の方々などの様々な場面におけるサポートを目的に、関連する分野におい
て専門的な知識・経験を有し、現地コーディネーターへの指導・助言等を行う専門家、有識者、実務者です。

全国の各地域で地域連携による食料産業

の推進に向けた戦略構想書を作成した主

担当が、「連携による食をとおした地域活

性化」に向けた地域戦略ビジョン構築のた

めのポイントをお伝えします。

農業と食、地域資源を結ぶプロデュース事

業を展開し、食と農を通じた地域活性化に

情熱的に取組む講師が、６次産業化時代に

おける新たな販路開拓の考え方や、サービ

スプロデュースのノウハウをお伝えします。

開催日開催日開催日開催日・・・・会場会場会場会場

10月28日(木)
13：00～17：00
日本橋プラザ

11月18日(木)
13：00～17：00
日本橋プラザ

12月17日(金)
13：00～17：30
大手町1st
ｽｸｴｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

-公開研修-

1月20日(木)
13：00～17：00
日本橋プラザ

2月17日(木)
13：00～17：00
日本橋プラザ

食農連携コーディネーター（FACO）とは？

講師の紹介

食農連携における新製品開発で抑えてお

きたいポイント、新製品開発の各段階で活

用できるツールとその活用方法を、大企業

での製品開発の経験を持つ講師にお話い

ただきます。
加藤　寛昭加藤　寛昭

長谷川　潤一長谷川　潤一

ブランド戦略、地域ブランドの構築のスペ

シャリストである講師が、農商工等連携に

おける地域ブランドの構築とは何か、地域

資源を活用したブランド構築シナリオ作成

の方法をお教えします。
田中　章雄田中　章雄

松本　謙松本　謙



知的財産の利活用知的財産の利活用

　　　　FACOFACOFACOFACOバンクバンクバンクバンク事務局事務局事務局事務局がおこなうがおこなうがおこなうがおこなう研修研修研修研修はははは、、、、地域地域地域地域でででで活躍活躍活躍活躍するするするするコーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターのののの方方方方々々々々がががが、、、、研修研修研修研修でででで学学学学んだんだんだんだノウハウノウハウノウハウノウハウをををを
地域地域地域地域においてにおいてにおいてにおいて実践的実践的実践的実践的にごにごにごにご活用活用活用活用いただけるよういただけるよういただけるよういただけるよう、「、「、「、「講義講義講義講義＋＋＋＋実践研修実践研修実践研修実践研修」」」」形式形式形式形式ののののプログラムプログラムプログラムプログラム内容内容内容内容でででで構成構成構成構成していますしていますしていますしています。。。。

FACOFACOFACOFACOバンクバンクバンクバンク事務局事務局事務局事務局がおこなうがおこなうがおこなうがおこなう研修研修研修研修のののの特徴特徴特徴特徴

1st step : 講義講義講義講義（（（（知識知識知識知識をををを深深深深めるめるめるめる））））

2nd step : 実践研修実践研修実践研修実践研修（（（（体験体験体験体験するするするする））））

各研修テーマごとに、テーマに沿ったコーディネーター育成教材を活用し、専門的な知識を有する講師より、理解

すべきポイントや、取組み推進の方法について学びます。研修のテーマは、コーディネーターの知るべきノウハウ*

の中から、各ステージにおいて必要な要素のいくつかを取り上げたものです。

3rd  step : 現地現地現地現地でのでのでのでの実践実践実践実践（（（（活用活用活用活用するするするする））））

講義で学んだ内容を現地でどのように活用するかを実践的に学びます。グループワークによるブレインス

トーミング、ケースメソッドなどを活用し、参加者が主体的に参加する参加型の研修を行います。参加者が

講義内容の主要なポイントを実践的に体験することで、実際の地域での活用のイメージをつかみます。

Point!

コーディネーターの知るべきノウハウコーディネーターの知るべきノウハウ**（コーディネート業務の実施フロー）（コーディネート業務の実施フロー）

連携体や連携体や
枠組の形成枠組の形成

連携事業推進において、まず
は地域における連携の枠組み
を形成することが求められます
　 　 　 　 　

戦戦 略略 構構 築築

連携主体で行う連携主体で行う
様々な取組み様々な取組み

ＷｉｎＷｉｎの構築ＷｉｎＷｉｎの構築
地域活性化地域活性化

まずは関係者を集った枠組みを形成しましょう

合意形成を図るのにいくつかのコーディネート
手法があります

関係者で立てた戦略にのっとり、事業推進
をマネジメントしましょう　　　　　　　　　　　　
　 　 　

地域の産業ニーズ・技術シーズの把握をしま
しょう 　　　　　　　　　　　　　　　

地域の資源・食文化・歴史を把握しましょう　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

地域のニーズとシーズをマッチングさせた
戦略を作成しましょう　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　

各種支援の獲得、事業管理のための事務
手続き、運用にも工夫が必要です 　　

新商品開発において、大学・研究機関等
の知的財産の活用も視野に入れましょう　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

農業者と食品企業をマッチングさせる
には、両者の実情を知っておく必要が
あります　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地域連携による新商品開発には、通常
と違う注意点もあります　　　　　　　　　
　 　 　 　 　

地域ブランドを維持するための管理
も重要です　　　　　　　　　　　　　

関係者でのブランドコンセプトや基準
づくりの話し合いを重ね、地域ブラン
ドを確立しましょう　　　　　　　　　　　　

技
術
・商
品
開
発
へ
の
取
組
み

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の

取
組
み

連携商品を販売する上でのマーケティ
ング戦略を考えましょう　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　

ブランド確立後のブランド価値の向上、
ブランドの見せ方にも留意しましょう　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連携に伴う品質管理、安全性確保を
行うためのトレーサビリティ、食品の
表示などについて理解しましょう　　　

観光農園や食育、地域素材を活用し
た調理等による、消費者とのコミュニ
ケーションも重要です　　　　　　　　　

消
費
者
と
の

連
携

販
売
・広
報
戦
略

安
全
・安
心
へ
の

取
組
み

地域枠組み形成地域枠組み形成

コーディネート手法コーディネート手法

地域資源の状況をきちんと把
握し、戦略を構築しましょう

　

戦略にもとづき、連携主体で協
力し、お互いの強みを活かして
様々な取組みを進めましょう
　　 　 　 　 　 　 　 　 　　

新たな連携による事業者間に
おけるWin-Win関係の構築及
び地域活性化が図られます
　 　 　 　 　 　 　 　

事業の企画・運用管理事業の企画・運用管理

事業推進マネジメント事業推進マネジメント

戦略構想の作成戦略構想の作成

地元学（地域興手法）地元学（地域興手法）

大学・研究機関のシーズの利活用大学・研究機関のシーズの利活用

農業者と食品産業マッチング農業者と食品産業マッチング

新商品開発新商品開発

マーケティング戦略マーケティング戦略

ブランドコミュニケーションブランドコミュニケーション

地域ブランドの確立地域ブランドの確立

地域ブランドの管理地域ブランドの管理

食の安全・安心食の安全・安心

食材を通じた消費者との食材を通じた消費者との
コミュニケーションコミュニケーション

第第第第1111回目研修回目研修回目研修回目研修

第第第第2222回目研修回目研修回目研修回目研修

第第第第4444回目研修回目研修回目研修回目研修

第第第第5555回目研修回目研修回目研修回目研修

コーディネーターの持つべき視点として、さまざまなものが挙げられます。　
ここでは、コーディネーターの育成という観点から、現地のコーディネーターが学ぶべき項目を一覧にまとめています。

研修で学び、体験したことを現地でご活用いただき、現地の抱えている課題解決につなげることにお役立てください。

１～5回の研修を通して受講いただくことで、総括的な視点から地域の戦略や、地域ブランドの構築、農商工連携にお

ける商品開発、マーケティングなどを描けるようなノウハウを身につけることを目指します。



【お問合せ先】　〒114-0024 東京都北区西ヶ原1-26-3 農業技術会館3F

　社団法人 食品需給研究センター　FACOバンク事務局　担当：松崎（まつざき）、塚原（つかはら）、藤科（ふじしな）

　　　　　　　　　　TEL：03（5567）1991　FAX：03(5567)1960　E-Mail：cluster@fmric.or.jp

参加申込み　

ご連絡頂いた個人情報は、本事業の運営以外に使用いたしません。

会場までのアクセス

こちらの参加申込フォームよりFAXでの申し込みも可能ですが、Webからのお申込を推奨します＜参加申込フォーム＞　

住所：東京都中央区日本橋2‐3‐4
アクセス：JR東京駅八重洲北口徒歩4分
　　　　　　地下鉄日本橋駅B3出口　徒歩1分

日本橋日本橋日本橋日本橋プラザプラザプラザプラザ （（（（第第第第1,2,4,51,2,4,51,2,4,51,2,4,5回目研修会場回目研修会場回目研修会場回目研修会場））））

*は必須は記入事項

（ＦＡＸ番号：03-5567-1960）

大手町大手町大手町大手町ファーストスクエアカンファレンスファーストスクエアカンファレンスファーストスクエアカンファレンスファーストスクエアカンファレンス

（（（（第第第第3333回目公開研修会場回目公開研修会場回目公開研修会場回目公開研修会場））））

住所：東京都千代田区大手町1‐5‐1
アクセス：JR東京駅丸の内北口　徒歩4分
　　　　　　地下鉄大手町駅C8/C11/C12 出口直結

　　　　　（　　　　　）　ＴＥＬ*

所 在 地

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ *

□第１回　　□第２回　　□第３回（公開研修） 　　□第４回　　□第５回
　（希望する回全てにチェックを入れてください。）

参 加 希 望 回 *

(※実践研修等で必要な情報となります（50文字以上））

主 な 職 務 内 容 　

コーディネート内容*
（ 事業活動地域 ）

将来的に携わりたい
活動やビジョン

氏 　 　 　 　 　 名 *

この研修で何を学び
たいか

所 　 　 　 　 　 属 *

1～5回までの連続参加の方：10/15(金)
受講の決定は、募集締切後1週間以内に、E-mailにてお知ら
せいたします。申込多数の場合は、参加申込フォームの内容
をもとに受講者を決定させていただきます。

必要回のみ参加の方：各回の開催日の1週間前まで

受講の決定は、連続参加者の決定後、順次E-mailにてお知ら
せいたします。尚、1～5回の連続参加の方で定員が満たされ
た場合は、連続参加できる方を優先します。

募集締切：

※受講の決定は、 E-mailにてお知らせしますので、申込フォームには必ずE-mailアドレスをご入力ください。なお、参加申込後1週間以内に申込み受付の連絡がない場合は、

お手数ですが事務局までご連絡をお願いします。

参加をご希望される方は、食農連携食農連携食農連携食農連携コーディネーターバンクコーディネーターバンクコーディネーターバンクコーディネーターバンクHPのおのおのおのお申申申申しししし込込込込みみみみフォームフォームフォームフォームよりお申込ください

「ＦＡＣＯ「ＦＡＣＯ「ＦＡＣＯ「ＦＡＣＯバンクバンクバンクバンク　　　　東京研修申込東京研修申込東京研修申込東京研修申込」」」」 でででで検索検索検索検索→→→→URL：：：：http://www.fmric.or.jp/facobank/
　　　　　　　


